
○
森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税

○
森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税

　

森
林
環
境
税
は
東
日
本
大
震
災
復
興
税

　

森
林
環
境
税
は
東
日
本
大
震
災
復
興
税

の
終
了
に
伴
い
、
令
和
６
年
度
か
ら
国
内

の
終
了
に
伴
い
、
令
和
６
年
度
か
ら
国
内

に
住
所
の
あ
る
個
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ

に
住
所
の
あ
る
個
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ

る
国
税
で
あ
り
、
個
人
住
民
税
均
等
割
と

る
国
税
で
あ
り
、
個
人
住
民
税
均
等
割
と

併
せ
て
１
人
年
額
１
０
０
０
円
が
課
税
さ

併
せ
て
１
人
年
額
１
０
０
０
円
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
そ
の
税
収
の
全
額
が
森
林
環
境

れ
ま
す
。
そ
の
税
収
の
全
額
が
森
林
環
境

譲
与
税
と
し
て
国
か
ら
都
道
府
県
・
市
区

譲
与
税
と
し
て
国
か
ら
都
道
府
県
・
市
区

町
村
へ
譲
与
さ
れ
ま
す
。

町
村
へ
譲
与
さ
れ
ま
す
。

○○ 

令
和
６
年
度
か
ら
徴
収
が
始
ま
り

令
和
６
年
度
か
ら
徴
収
が
始
ま
り

ま
す
ま
す

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
町
で
徴
収
し
て
い

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
町
で
徴
収
し
て
い

る
個
人
住
民
税
に
森
林
環
境
税
が
加
算
さ

る
個
人
住
民
税
に
森
林
環
境
税
が
加
算
さ

れ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

れ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

　

個
人
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

は
森
林
環
境
税
も
非
課
税
で
す
。
ま
た
、

は
森
林
環
境
税
も
非
課
税
で
す
。
ま
た
、

課
税
と
な
る
世
帯
は
所
得
額
に
か
か
わ
ら

課
税
と
な
る
世
帯
は
所
得
額
に
か
か
わ
ら

ず
１
人
年
額
１
０
０
０
円
が
課
税
さ
れ
ま

ず
１
人
年
額
１
０
０
０
円
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
す
。

○
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道

○
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
国
か
ら
市
区
町
村

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
国
か
ら
市
区
町
村

に
譲
与
さ
れ
た
の
ち
、「
森
林
整
備
及
び

に
譲
与
さ
れ
た
の
ち
、「
森
林
整
備
及
び

そ
の
促
進
に
関
す
る
費
用
」
に
使
わ
れ
る

そ
の
促
進
に
関
す
る
費
用
」
に
使
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
全
国
で
の
使
用
例
と

こ
と
に
な
り
ま
す
。
全
国
で
の
使
用
例
と

し
て
、
間
伐
な
ど
の
実
施
や
担
い
手
の
育

し
て
、
間
伐
な
ど
の
実
施
や
担
い
手
の
育

成
、
公
共
施
設
へ
の
木
材
利
用
な
ど
が
あ

成
、
公
共
施
設
へ
の
木
材
利
用
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

町
で
は
令
和
４
年
度
、
森
林
経
営
管
理

　

町
で
は
令
和
４
年
度
、
森
林
経
営
管
理

制
度
に
も
と
づ
く
意
向
調
査
（
小
綱
木
自

制
度
に
も
と
づ
く
意
向
調
査
（
小
綱
木
自

治
区
・
尾
登
自
治
区
）、
森
林
資
源
地
域

治
区
・
尾
登
自
治
区
）、
森
林
資
源
地
域

循
環
利
用
促
進
事
業
、
地
域
林
政
ア
ド
バ

循
環
利
用
促
進
事
業
、
地
域
林
政
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
業
務
、
林
地
台
帳
精
度
向
上
事
業

イ
ザ
ー
業
務
、
林
地
台
帳
精
度
向
上
事
業

に
使
用
し
て
い
ま
す
。

に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
を
は
じ
め
、
土
砂
災
害
の
防
止
、
水
源
の
維
持
、
地
球
温
暖
化
の
緩
和
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
で
は
、
担
い
手
不
足
や
、
所
有
者
や
境
界
の
不
明
な

土
地
が
増
加
し
、
管
理
が
行
わ
れ
ず
放
置
さ
れ
る
森
林
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
国
で
は
、
森
林
整
備
等
に
必
要
な
資
金
を
安
定
的
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲

与
税
を
創
出
し
ま
し
た
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道

　

令
和
４
年
度
の
事
業
実
績
は
、
３
３
７

㌧
の
間
伐
材
原
木
を
工
場
に
持
ち
込
み
、

21
㌧
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
が
町
に
納
品
さ
れ

ま
し
た
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
水
分
を
少
な

く
し
て
製
造
す
る
た
め
、
持
ち
込
む
原
木

の
重
さ
に
対
し
て
３
分
の
１
程
度
の
重
さ

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
へ

の
加
工
費
分
を
差
し
引
い
て
納
品
さ
れ
て

い
ま
す
。
持
ち
込
ん
だ
原
木
か
ら
製
造
さ

れ
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
一
部
は
町
役
場
本

役
場
本

庁
舎
で
冬
期
間
の
暖
房
用
燃
料
と
し
て
消

庁
舎
で
冬
期
間
の
暖
房
用
燃
料
と
し
て
消

費
し
て
い
ま
す
。
こ
の
量
は
、
役
場
本
庁

費
し
て
い
ま
す
。
こ
の
量
は
、
役
場
本
庁

舎
で
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
消
費
量
の
約
４
分

舎
で
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
消
費
量
の
約
４
分

の
１
に
あ
た
り
、
灯
油
に
換
算
す
る
と
約

の
１
に
あ
た
り
、
灯
油
に
換
算
す
る
と
約

１
万
３
０
０
０
㍑
に
相
当
し
ま
す
。

１
万
３
０
０
０
㍑
に
相
当
し
ま
す
。

▲工場で加工されてできた木質ペレット

い
る
森
林
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

③
過
去
10
年
間
に
間
伐
な
ど
の
施
業
が
な

い
森
林

過
去
10
年
間
に
、
間
伐
や
植
林
な
ど
の

森
林
施
業
を
行
っ
た
森
林
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

○
森
林
経
営
管
理
制
度

　

森
林
経
営
管
理
制
度
と
は
、
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
森
林
（
人
工
林
）
を
、
市

町
村
が
仲
介
役
と
な
り
森
林
所
有
者
と
林

業
経
営
体
を
つ
な
い
で
、
森
林
の
適
切
な

管
理
を
進
め
る
た
め
の
制
度
で
す
。

○
森
林
機
能
の
維
持
と
資
源
の
活
用

　

森
林
の
多
面
的
な
機
能
を
維
持
し
、
そ

の
資
源
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
所
有
者

や
境
界
の
問
題
、
伐
採
作
業
の
担
い
手
不

足
、
伐
採
・
搬
出
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

こ
の
課
題
の
解
決
に
努
め
、
森
林
資
源
を

守
り
、
活
用
し
て
い
く
考
え
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

農
林
振
興
課　

林
政
係

☎
45
―
４
５
３
１

○
町
役
場
を
暖
め
る
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー

　

町
の
森
林
資
源
地
域
循
環
利
用
促
進
事

業
で
は
、町
内
の
人
工
林
（
ス
ギ
林
な
ど
）

か
ら
間
伐
さ
れ
た
木
材
を
近
隣
の
木
質
ペ

レ
ッ
ト
製
造
工
場
に
持
ち
込
み
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
に
加
工
し
て
町
内
の
公
共
施
設
で

燃
料
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
に
よ
り
、
間
伐
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、

健
全
な
森
林
の
育
成
と
倒
れ
に
く
い
ス
ギ

林
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
近
隣
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
で

加
工
し
て
町
内
施
設
で
燃
料
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
で
、
燃
料
輸
送
に
か
か
る
二
酸

化
炭
素
排
出
の
抑
制
と
化
石
燃
料
消
費
の

抑
制
が
図
ら
れ
ま
す
。

森林経営管理制度利用の流れ

◆
ま
ず
、
町
が
森
林
所
有
者
に
対
し
て
、

今
後
の
森
林
の
経
営
管
理
に
つ
い
て
意

向
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆
森
林
所
有
者
が
町
に
経
営
管
理
を
委
託

し
た
い
と
意
思
表
示
を
し
た
場
合
は
、

町
が
そ
の
森
林
の
状
態
や
環
境
を
勘
案

し
て
、
経
営
管
理
を
引
き
受
け
ま
す
。

※
樹
木
の
伐
採
や
造
林
を
計
画
的
に
行

う
も
の
で
あ
り
、
森
林
の
土
地
と
し
て
の

所
有
権
や
所
有
者
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
意
向
調
査

業
務
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
杉
山
、
上

野
尻
、
小
綱
木
お
よ
び
尾
登
の
各
自
治
区

に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
森
林

の
施
業
状
況
を
確
認
し
、
対
象
と
な
る
森

林
に
対
し
て
順
次
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
対
象
と
な
る
森
林
は
、
次
の

３
つ
の
条
件
に
該
当
す
る
森
林
で
す
。

①
民
有
人
工
林

個
人
が
所
有
す
る
森
林
で
、
ス
ギ
や
マ

ツ
な
ど
を
植
林
し
て
い
る
人
工
林
で
あ

る
こ
と
。
共
有
林
も
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
国
や
県
、
町
が
所
有
す
る
森
林
お

よ
び
天
然
林
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

②
森
林
経
営
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い

森
林

　

管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林

の
管
理
を
行
う
こ
と
が
目
的
の
た
め
、

す
で
に
森
林
経
営
計
画
が
策
定
さ
れ
て

林業経営者

市町村が自ら管理
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